
人
材
派
遣
料
金
！！！！！！！！！！！！！事
務
職
！ヽ！！！！！Ｈ民
一ｏ
！！！上
げ
幅

半
年
で
１
割
上
昇

派
遣
社
員
を
活
用
す
る
企
業
が
人
材
派

遣
会
社
に
支
払
う
料
金
の
上
昇
傾
向
が
鮮

明
に
な
っ
て
き
た
。　
一
般
事
務
職
の
平
均

時
給
は
春
の
料
金
改
定
時
に
比
べ

一
〇
％

高
く
半
年
間
と
し
て
は
過
去
最
大
の
上
昇

幅
と
な

っ
た
。
息
の
長
い
景
気
回
復
で
企

業
の
求
人
が
急
増
す
る
中
、
派
遣
ス
タ
ッ

フ
の
な
り
手
が
不
足
し
て
お
り
、
供
給
が

追
い
つ
か
な
い
状
況
。
Ｉ
Ｔ

（情
報
技
術
）

技
術
者
な
ど
経
験
が
求
め
ら
れ
る
専
門
職

で
高
騰
す
る
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
。

ス
タ
ッ
フ
サ
ー
ビ
ス

（東

京

・
千
代
田
）
や
テ
ン
プ
ス

タ
ッ
フ
な
ど
人
材
派
遣
大
手

が
現
在
、
利
用
企
業
に
請
求

す
る

一
般
事
務
職
の
時
給
は

千
九
百
五
十
″
二
千
三
百
三

十
円

（首
都
圏
、
税
別
、
交

通
費
別
）
．
二
月
中
旬
時
点

で
半
年
前
よ
り
三
十
五
％
高

い
千
八
百
十
二
千
百
円
だ
っ

た
が
、
さ
ら
に
平
均
値
で

一
〇
％
上

が

っ
た
。

ほ

ぼ
半

年

で
こ
れ
ほ
ど
大

幅

に
上

昇

し
た

の
は

一
九
八

六
年

に
労
働

者
派

遣
法

が
施

行
さ

れ

て
以

来

、
初
め
て
。

派
遣
料

金

の
上
昇

に
伴

い
派

遣

ス
タ

ッ
フ
が
受

け
取
る
給

与
も
上
が

っ
て
い
る
。

職

種

別

に
は
金
融
事
務
職

の
料

金

が

二
千
十

二
千
七
百

円

で
、
奮

か

ら
の
上
昇
率
は

一
二
％
と
最
も
高
い
。
窓
口

販
売
員
の
求
人
も
多
く
証
券

外
務
員
な
ど
の
資
格
を
持
つ

金
融
販
売
職
は
二
千
三
百
六

十
十
二
千
八
百
円
。

「来
年

末
、
銀
行
窓
口
で
生
命
保
険

商
品
の
販
売
が
全
面
解
禁
さ

れ
る
の
に
向
け
各
行
が
ス
タ

ッ
フ
確
保
に
動
き
だ
し
た
」

（テ
ン
プ
ス
タ
ッ
フ
）

Ｉ
Ｔ
技
術
者
は
シ
ス
テ
ム

エ
ン
ジ
エ
ア
な
ど
専
門
知
識

を
持
つ
人
材
が
三
千
十
四
千

五
百
円
と
、
高
い
水
準
で
安

定
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連

を
中
心
に
求
人
が
増
加
傾
向

だ
が
、
待
機
し
て
い
る
派
遣

会
社
の
登
録
者
は
少
な
い
。

こ
の
た
め
、
納
期
間
近
に
欠

員
が
生
じ
た
シ
ス
テ
ム
会
社

な
ど
が
派
遣
会
社
と
の
交
渉

を
通
じ
て

「
八
千
円
程
度
ま

で

一
時
的
に
時
給
を
つ
り
上

げ
る
ケ
ー
ス
も
出
て
い
る
」

（イ
ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ス
）
。

派
遣
各
社
の
新
規
登
録
者

数
は

「
横
ば
い
」

（
ス
タ
ッ

フ
サ
ー
ビ
ス
）
が
多
く

「求

人
広
告
な
ど
の
コ
ス
ト
増
を

企
業
に
理
解
し
て
も
ら
っ
て

い
る
」

（テ
ン
プ
ス
タ
ッ
フ

の
和
国
孝
雄
取
締
役
）
と
い

う
。
企
業
は
必
要
な
人
数
の

確
保
を
優
先
し
て
い
る
。

非
正
規
雇
用
の
多
く
を
占

め
る
パ
ー
ト

・
ア
ル
バ
イ
ト

の
賃
金
も
上
昇
傾
向
が
顕
著

だ
。
す
か
い
ら
―
く
の
二
〇

〇
六
年
上
期
の
パ
ー
ト

・
ア

ル
バ
イ
ト
の
平
均
時
給
は
約

九
百
三
十
円
と
、
前
年
同
期
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不足のIT高 騰

1    主 な機種の人材派避料金

| (首 都圏、人材派遣会社の1時PBB当たりの誘求額)

10月現在(円)

一般販売職

(衣料品や家電の

販売)

貿易事務鴨

(通闘雷類作成など)

秘密

(役員のスケジユ
ー

ル管理など)

10%上 昇

12%上 昇

同水準

5%上 昇

7%上 昇

7%上 昇

1、800-

(注)比較は平均値ヘ
ース

2,3 3 0

2 1 0 0 0 -

2 1 7 0 0

鰐人材派遣の仕組み 純―

業務指示

派館!スタウフ

給
与
の
支
払
い

料
金
の
支
払
い

と
比
べ
二
十
円
上
昇
し
た
。

上
昇
幅
が
〇
四
年
の
四
円
、

〇
五
年
の
十
円
か
ら

一
段
と

拡
大
し
、
上
期
の
人
件
費
負

担
が
八
億
円
増
え
た
。

東
武
ス
ト
ア
は
都
内
で
新

規
採
用
す
る
パ
ー
ト
の
時
給

が
春
よ
り

一
割
近
く
上
昇
、

以
前
に
入

っ
た
パ
ー
■
と
逆

転
す
る
現
象
が
出
始
め
た
。

同
社
は
従
業
員
の
間
に
不
公

平
感
が
広
が
ら
な
い
よ
う
、

時
給
が
高
い
パ
ー
ト
の
動
務

時
間
を
限
定
す
る
苦
肉
の
策

で
対
応
し
て
い
る
。

景
気
回
復
、正
社
員
志
向
に

非
正
社
員
の
争
奪
激
し
く

人
材
派
遣
料
金
の
上
昇
の

背
景
に
は
、
景
気
回
復
で
正

社
員
の
雇
用
が
増
え
、
派
遣

社
員
や
パ
ー
ト
な
ど
非
正
社

員
の
不
足
感
が
強
ま

っ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
。

総
務
省
の
労
働
力
調
査
に

よ
る
と
、
四
‐
六
月
の
正
社

員
の
増
加
数
は
こ
〇
〇
二
年

の
調
査
開
始
以
来
、
初
め
て

非
正
社
員
の
増
加
数
を
上
回

っ
た
。
八
月
の
有
効
求
人
倍

率

（季
節
調
整
値
）
も

一
・

〇
八
倍
と
十
四
年
ぶ
り
の
高

さ
。
雇
用
情
勢
の
好
転
で
安

定
し
た
雇
用
を
求
め
て
正
社

員
を
望
む
求
職
者
が
増
え
、

非
正
社
員
の
人
手
不
足
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

企
業
の
採
用
意
欲
は
業
績

好
調
な
製
造
業
を
中
心
に
旺

盛
だ
。
日
銀
の
九
月
の
企
業

短
期
経
済
観
測
調
査
で
は
、

人
員
が

「過
剰
」
と
答
え
た

割
合
か
ら

「
不
足
」
と
い
う

割
合
を
引
い
た

「雇
用
人
員

判
断
Ｄ
Ｉ
」
が
全
産
業
で
マ

イ
ナ
ス
八
。
不
足
幅
は
前
回

六
月
調
査

（
マ
イ
ナ
ス
五
）

か
ら
拡
大
し
た
。

人
手
不
足
の
企
業
で
も
、

正
社
員
で
は
な
く
、
不
況
時

に
雇
用
調
整
し
や
す
い
非
正

社
員
を
ま
ず
雇
用
す
る
傾
向

が
強
い
。
少
な
い
非
正
社
員

を
多
く
の
企
業
で
取
り
合
う

形
に
な

っ
て
い
る
。
非
正
社

員
の
形
で
雇
用
さ
れ
て
い
る

人
は
約
千
六
百
五
十
万
人
お

▼
人
材
派
遣
　
人
材
会
社
が
登
録
者
を
募

り
、
企
業
の
求
め
る
条
件
に
合
っ
た
人
材
を

選
別
し
て
六
カ
月
な
ど
短
期
の
契
約
で
派
遣

す
る
業
務
。
派
遣
ス
タ
ッ
フ
の
雇
用
主
体
は

欲
胡
部
鍵
鑑
蛇
牝
藤
の
ャ
る
守
醇
避
り
嗣
購
つ
却

八
千
六
百
十
五
億
円
。
派
遣
会
社
が
利
用
企

業
か
ら
受
け
取
る
料
金
か
ら
手
数
料
な
ど
を

引
い
た
額
が
派
遣
ス
タ

ッ
フ
の
給
料
と
な

る
。
企
業
へ
の
請
求
料
金
は
契
約
更
新
時
や

新
規
契
約
の
際
に
交
渉
で
決
め
る
。

り
、
そ
の
う
ち
派
遣
社
員
は

百
二
十
万
人
、
パ
ー
ト

・
ア

ル
バ
イ
ト
は
千
百
十
万
人
。

非
正
社
員
の
賃
金
上
昇
は
労

働
分
配
率
を
引
き
上
げ
、
企

業
に
と

っ
て
は
コ
ス
ト
増
要

因
に
な
る
。

安
倍
晋
三
首
相
は

「再
チ

ヤ
レ
ン
ジ
可
能
な
社
会
の
創

設
」
を
掲
げ
、
若
者
を
中
心

に
非
正
社
員
の
正
社
員
化
左

促
す
方
針
だ
。
少
子
化
で
非

正
社
員
の
な
り
手
の
若
年
層

は
減

っ
て
い
く
見
通
し
で
、

人
手
不
足
は
当
分
の
間
続
て

と
の
見
方
も
出
て
い
る
。


